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(57)【要約】
【課題】厨芥が、排水孔に引っ掛かったりしにくく、ま
た、排水カゴから厨芥を外しやすいゴミ捨てが容易とな
る構造の排水カゴを実現する。
【解決手段】
　排水カゴ１は、全体として椀状に形成されるカゴ部２
と、カゴ部２の周縁部に形成されるフランジ部３と、フ
ランジ部３につながるように形成される取手部４と、を
備え、カゴ部２は、排水孔形成部７と、排水孔形成部７
よりも面積の小さい排水孔非形成部８とを有しており、
排水孔非形成部８は、排水ガイド部１２、ゴミ溜まり部
１１及びゴミ捨てガイド部１３を有し、排水ガイド部１
２は、排水孔形成部７の領域において、取手部４の下方
からゴミ溜まり部１１に向かって略直線状に延びている
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　全体として椀状に形成されるカゴ部と、カゴ部の周縁部に形成されるフランジ部と、フ
ランジ部につながるように形成される取手部と、を備えた排水カゴであって、カゴ部は、
カゴ部の全体の半分以上の面積を占める排水孔形成部と、排水孔形成部よりも面積の小さ
い排水孔非形成部とを有しており、排水孔非形成部は、取手部の下方から順次連続的に形
成された排水ガイド部、ゴミ溜まり部及びゴミ捨てガイド部を有し、排水ガイド部は、排
水孔形成部の領域において、取手部の下方からゴミ溜まり部に向かって略直線状に延びる
ように形成されていることを特徴とする排水カゴ。
【請求項２】
　請求項１記載の排水カゴであって、ゴミ捨てガイド部は、ゴミ溜まり部からフランジ部
に向けて形成され、排水孔形成部よりも傾斜が急であることを特徴とする排水カゴ。　
【請求項３】
　請求項１または２に記載の排水カゴであって、排水ガイド部は、排水孔形成部の部位よ
りも下方に向けて凹んだ凹形状とされていることを特徴とする排水カゴ。
【請求項４】
　請求項３に記載の排水カゴであって、排水孔非形成部は、排水ガイド部の両側における
排水ガイド部の領域において、ゴミ溜まり部からフランジ部に向かって放射状に延びる複
数の補助排水ガイド部を備えていることを特徴とする排水カゴ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キッチンのシンク等の排水口に取付けられる排水カゴに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のキッチンのシンク等の排水口に取付けられる排水カゴは、カゴ部全体がパンチン
グメタル等の多孔状素材や、網目状素材で構成されている。
【０００３】
　例えば、複数の透過穴を備えゴミ捕集部として機能する受け部を有するストレーナ（排
水目皿）において、受け部はパンチングメタルと呼ばれる、薄いステンレス板に複数の透
過穴を穿設し、これを曲面形状椀状に加工した受け部を有する構成が知られている（特許
文献１参照）。
【０００４】
　また、排水が通過する網目状部及び排水が通過しない孔なし部とから成る捕集排水部を
備え、排水中に含まれるゴミは、孔なし部に溜まることなく網目状部側に寄せられて溜ま
る構成の排水カゴが知られている（特許文献２参照）。
【０００５】
　さらに、排水目皿を、断面形状が長い傾斜面部と短い傾斜面部とで略逆へ字状に形成す
ることで、簡単にゴミを捨てることができ、ネット等を目皿のゴミ捕集面側に被せて使用
する場合でも、ネットがゴミ捕集面に密着しないので、ゴミがネットを通って排水孔に絡
む心配がなく、目皿をきれいな状態で使用することができるようにした構成が知られてい
る（特許文献３参照）。
【０００６】
　複数の排水用孔を形成した排水受部と排水受部の外周部の外周縁よりも内側に設けた立
上部を備えたヘアキャッチャーにおいて、排水受部を立上部と反対側に向けて下降するよ
うに傾斜する傾斜面を有するようにした構成が知られている（特許文献４参照）。
【０００７】
　排水口に取付けるゴミ受け本体を、その上方開口から底部に向かって内径を狭小しなが
ら下向きに傾斜させた傾斜面部を形成し、底部の位置をゴミ受け本体の平面視において上
方開口の中心部から偏心させて配置するようにした構成が知られている（特許文献５参照
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）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１０－１２６９８３号公報
【特許文献２】特開２０１１－６３９９４号公報
【特許文献３】特開２００２－１３１７６号公報
【特許文献４】特開２００９－７７７８号公報
【特許文献５】特開２００９－５２３５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従来の排水カゴの構成では、キッチンで、発生した残菜や野菜等の切り屑等の厨芥が、
排水孔に引っ掛かったり、排水カゴの取手を用いて捨てるときになかなか排水カゴから外
れないという問題があった。
【００１０】
　本発明は、上記従来の問題を解決することを目的とし、厨芥が、排水孔に引っ掛かった
りしにくく、また、排水カゴから厨芥を外しやすいゴミ捨てが容易となる構造の排水カゴ
を実現することを課題とする。　
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は上記課題を解決するために、全体として椀状に形成されるカゴ部と、カゴ部の
周縁部に形成されるフランジ部と、フランジ部につながるように形成される取手部と、を
備えた排水カゴであって、カゴ部は、カゴ部の全体の半分以上の面積を占める排水孔形成
部と、排水孔形成部よりも面積の小さい排水孔非形成部とを有しており、排水孔非形成部
は、取手部の下方から順次連続的に形成された排水ガイド部、ゴミ溜まり部及びゴミ捨て
ガイド部を有し、排水ガイド部は、排水孔形成部の領域において、取手部の下方からゴミ
溜まり部に向かって略直線状に延びるように形成されていることを特徴とする排水カゴを
提供する。
【００１２】
　ゴミ捨てガイド部は、ゴミ溜まり部からフランジ部に向けて形成され、排水孔形成部よ
りも傾斜が急であることが好ましい。
【００１３】
　排水ガイド部は、排水孔形成部の部位よりも下方に向けて凹んだ凹形状とされているこ
とが好ましい。
【００１４】
　排水孔非形成部は、排水ガイド部の両側における排水ガイド部の領域において、ゴミ溜
まり部からフランジ部に向かって放射状に延びる複数の補助排水ガイド部を備えているこ
とが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明は、次のような効果が生じる。
（１）排水孔が形成されていない排水ガイド部上を案内して厨芥を排出することができる
ので、従来例のように、排水孔形成部上に沿って厨芥を排出する場合に比較して、厨芥が
カゴ部に引っ掛かることなく排水ガイド部上を滑らすようにして移動させることができる
ので、ゴミ捨てが容易となり、また、排水孔に詰まって残るようなことが減少し清掃が容
易となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る排水カゴの実施例１を説明する図であり、（ａ）は平面図であり、
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（ｂ）は（ａ）のＢ－Ｂ断面図である。
【図２】実施例１の作用を説明する図であり、（ａ）は厨芥を捕集する状態を示し、（ｂ
）はゴミ捨ての状態を示す。
【図３】本発明に係る排水カゴの実施例２を説明する図であり、（ａ）は平面図であり、
（ｂ）は（ａ）のＢ－Ｂ断面図である。
【図４】実施例２の作用を説明する図であり、（ａ）は図３（ａ）のＡ－Ａ断面図であり
厨芥を捕集する状態を示し、（ｂ）は（ａ）の状態から排水カゴを取り出してゴミ捨てを
している状態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明に係る排水カゴを実施するための形態を実施例に基づき図面を参照して、以下説
明する。
【実施例】
【００１８】
（実施例１）
　図１～２は、本発明に係る排水カゴの実施例１を説明する図である。排水カゴ１は、全
体として椀状に形成されるカゴ部２と、カゴ部２の周縁部に形成されるフランジ部３と、
フランジ部３につながるように形成される取手部４と、を備えている。
【００１９】
　図１（ａ）、（ｂ）に示すように、カゴ部２は、排水孔形成部７と排水孔非形成部８と
を有している。排水孔形成部７は、平面視でカゴ部２の全体の半分以上の面積を占め、傾
斜面として形成され、網目状素材を利用して網状に形成されている。排水孔形成部７は、
図示はしないが、網状ではなく、例えばパンチングメタル等の多孔状素材を利用し、多数
の排水孔が形成されている構成としてもよい。
【００２０】
　排水孔非形成部８は、カゴ部２の底に位置するゴミ溜まり部１１と、排水ガイド部１２
と、ゴミ捨てガイド部１３とを有しており、排水孔形成部７より面積が小さい。
【００２１】
　排水ガイド部１２は、排水孔形成部７の領域において、フランジ部３おける取手部４が
位置する部分（取手部の下方）から、取手部４から遠い側（取手部４に対向する側）に向
け、ゴミ溜まり部１１まで、平面視で略直線状で下方に延びるように形成されている。
【００２２】
　排水ガイド部１２は、カゴ部２における排水孔形成部７の表面から下方に向けて凹んだ
断面が凹形状に形成されている。要するに、排水ガイド部１２は、排水孔形成部７の表面
から凹んで延びる溝のように形成されている。
【００２３】
　排水ガイド部１２の取手部４側の上端は、フランジ部３に連続的に接続するように、そ
の上端に近づく部分において序々に凹形状の深さが浅くなるように形成されている。また
、排水ガイド部１２の取手部４側と反対側の下端は、ゴミ溜まり部１１に連続的に接続す
るように、その下端に近づく部分において序々に凹形状の深さが浅くなるように形成され
ている（図１（ｂ）参照）。
【００２４】
　ゴミ溜まり部１１は、排水ガイド部１２の下端に連続的に接続され扇状に広がるととも
に下方に向けて傾斜してから、徐々に上方に向けて緩やかに傾斜し、急傾斜のゴミ捨てガ
イド部１３に連続的に接続されるように形成されている。
【００２５】
　ゴミ捨てガイド部１３は、取手部４から遠い側（取手部４に対向する側）に位置し、上
記のとおり、ゴミ溜まり部１１に連続的に接続するように形成されている。そして、ゴミ
捨てガイド部１３は、排水孔形成部７よりも傾斜が急で面積が小さく、排水孔は形成され
ていない。
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【００２６】
　なお、図１（ａ）において符号Ｓで示す曲線は、排水ガイド部１２、ゴミ溜まり部１１
及びゴミ捨てガイド部１３のおよその領域を把握する都合上、互いの境界あたりを示すた
めに、便宜上記載したが、実際は、排水ガイド部１２、ゴミ溜まり部１１及びゴミ捨てガ
イド部１３は、互いに連続的に接続されているので、この曲線Ｓのように明確に区分され
るものではない。
【００２７】
　取手部４は、排水ガイド部１２上において、カゴ部２の内面からカゴ部２の中心に張り
出し、その上面は、フランジ部３の上面と面一となるように形成されている。このような
取手部４を使用者が指で掴めば、排水カゴ１を持ち上げたり、傾けたりすることができる
。
【００２８】
（作用）
　以上の構成から成る実施例１の排水カゴ１の作用を説明する。図２（ａ）は、排水カゴ
１を、例えばキッチンのシンクの排水口１７に装着し、厨芥１９を捕集する状態を示す。
排水蓋１８を通して排水が矢印に示すように排水カゴ１内に流入すると、排水は、網状の
排水孔形成部７の網目を通過し配水管２０から排水される。
【００２９】
　排水中の厨芥１９は、排水カゴ１の排水孔形成部７に引っ掛かって捕捉される。排水孔
形成部７は傾斜面になっているので、捕捉された厨芥１９は、排水カゴ１の下方に移動し
て、ゴミ溜まり部１１に集まりやすい。
【００３０】
　また、排水ガイド部１２は、排孔非形成水部８の一部として形成されているので、厨芥
１９は排水で浮いて排水ガイド部１２の上面に付着するようなことなく、排水とともに流
下し（図２（ａ）の白抜き矢印Ｆ参照）、ゴミ溜まり部１１に集まりやすい。
【００３１】
　排水カゴ１内に捕集した厨芥１９を捨てる場合には、使用者は取手部４を把持して排水
カゴ１を排水口１７から取り出す。そして、図２（ｂ）に示すように、取手部４が上方で
排水孔非形成部８が下方に位置する姿勢となるように、排水カゴ１全体を下方に向けて傾
ける。
【００３２】
　すると、排水カゴ１のゴミ溜まり部１１に捕集された厨芥１９は、排水孔非形成部８の
一部として形成されているゴミ捨てガイド部１３上を滑るように案内されて移動し、排出
される（図２（ｂ）の白抜き矢印参照）。
【００３３】
　このように、排水孔非形成部８の一部として形成されているゴミ捨てガイド部１３上を
案内して厨芥１９を排出することができるので、従来の排水カゴのような、排水孔の形成
された面上に沿って厨芥を排出する場合に比較して、厨芥１９がカゴ部２の内面に引っ掛
かることなく、排水ガイド部１２上を滑らすようにして移動させることができるので、ゴ
ミ捨てが容易となり、また、厨芥１９が排水孔形成部７の網目に詰まって残るようなこと
が減少し、清掃が容易となる。
【００３４】
（実施例２）
　図３～４は、本発明に係る排水カゴの実施例２を説明する図である。この実施例２は、
実施例１とほぼ同じ構成であるので、相違する構成を中心に、以下説明する。なお、実施
例２において、実施例１と同じ構成については同じ符号を付す。
【００３５】
　実施例２の排水カゴ３１は、実施例１の排水カゴ１と同様に、全体として椀状に形成さ
れるカゴ部２と、カゴ部２の周縁部に形成されるフランジ部３と、フランジ部３につなが
るように形成される取手部４と、を備えている。取手部４の上面は、フランジ部３の上面
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と面一につながるように形成されている。
【００３６】
　実施例２の排水カゴ３１においても、カゴ部２は、実施例１と同様に網状の排水孔形成
部７と排水孔非形成部８とを有している。排水孔非形成部８は、排水ガイド部１２、ゴミ
溜まり部１１、ゴミ捨てガイド部１３及び後記する補助排水ガイド部３２を、備えている
。
【００３７】
　即ち、この実施例２の排水カゴ３１は、実施例１の排水カゴ１と異なり、排水孔形成部
７の領域において、排水ガイド部１２の両側に、それぞれゴミ溜まり部１１の下端縁から
、該下端縁に対向する側のフランジ部３に向かって、平面視で放射状に略直線状で上方に
傾斜して延びるように、複数の補助排水ガイド部３２が形成されている（図３（ａ）参照
）。
【００３８】
　この補助排水ガイド部３２は、排水ガイド部１２と異なり、凹形状には形成されておら
ず、カゴ部２の椀状の部分における排水孔形成部７を構成する部位と同一曲面内に形成さ
れている。要するに、補助排水ガイド部３２は、カゴ部２の椀状の傾斜した排水孔形成部
７の領域において、排水孔形成部７と同一曲面内で、排水ガイド部１２の両側に排水孔非
形成部８の一部として帯状に形成されている。
【００３９】
　なお、図３（ａ）に示す曲線Ｓは、実施例１の図１（ａ）の曲線Ｓと同様に、ゴミ溜ま
り部１１とゴミ捨てガイド部１３のおよその領域を把握する都合上、互いの境界あたりを
示すために、便宜上記載したが、ゴミ溜まり部１１とゴミ捨てガイド部１３は互いに連続
的に接続されているので、この曲線Ｓのように明確に区分されるものではない
【００４０】
（作用）　　　　　　　　　　　　　
　以上の構成から成る実施例２の排水カゴ３１の作用を説明する。実施例２の排水カゴ３
１の作用は、基本的には、実施例１の排水カゴ１の作用とほぼ同じである。しかし、実施
例２の排水カゴ３１は、排水孔形成部７の領域において、排水ガイド部１２の両側に、放
射状に略直線状に延びる複数の補助排水ガイド部３２が設けられているので、実施例１の
排水カゴ１の作用に加えて、次のような作用が生じる。
【００４１】
　即ち、矢印に示すように排水カゴ３１内に流入した排水は、排水孔形成部７の網目から
排水されるが、実施例１と同様に、排水の一部は、排水ガイド部１２の上面を下方へ流下
し、その際、排水ガイド部１２の上面又はその近傍に付着した厨芥１９を水で浮かすよう
にして下方に流す。
【００４２】
　加えて、実施例２の排水カゴ３１では、図４（ａ）の白抜き矢印に示すように、排水カ
ゴ３１内に流入した排水の一部は、補助排水ガイド部３２の上面に沿い下方へ流下する。
その際、補助排水ガイド部３２の上面又はその近傍に付着した厨芥１９を水で浮かすよう
にして下方に流すので、厨芥１９を排水カゴ３１のゴミ溜まり部１１上に集積して溜めや
すくなる。
【００４３】
　また、排水カゴ３１内に捕集した厨芥１９を捨てる際に、実施例１の場合と同様に、取
手部４を把持して、図４（ｂ）に示すように、取手部４が上方で排水ガイド部１２が下方
に位置するような姿勢になるように、排水カゴ３１全体を下方に向けて傾ける。
【００４４】
　すると、実施例１の場合と同様に、排水カゴ３１のゴミ溜まり部１１に捕集された厨芥
１９は、排水孔非形成部８の一部として形成されているゴミ捨てガイド部１３上を案内さ
れて滑るように移動し、排出される（図４（ｂ）の白抜き矢印参照）。
【００４５】
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　なお、排水ガイド部１２及び補助排水ガイド部３２の下部辺りに溜まっている厨芥１９
は、排水ガイド部１２及び補助排水ガイド部３２上を案内されて滑るように下方に移動し
、上記のように、ゴミ溜まり部１１から排出される。
【００４６】
　そのため、従来の排水カゴのように、排水孔の形成された面上に沿って厨芥を排出する
場合に比較して、厨芥１９が、カゴ部２の内面に引っ掛かることなく、排水ガイド部１２
、補助排水ガイド部３２及びゴミ捨てガイド部１３上を滑るようにして下方に移動し、ゴ
ミ捨てが容易となり、また、排水孔形成部７の網目に詰まって残るようなことが減少し、
清掃が容易となる。
【００４７】
　以上、本発明に係る排水カゴを実施するための形態を実施例に基づいて説明したが、本
発明はこのような実施例に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された技術的
事項の範囲内でいろいろな実施例があることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明に係る排水カゴは上記のような構成であるから、キッチンのシンクの排水口に装
着する排水カゴにかぎらず、必要に応じて、浴室、洗面シンク等の排水口に装着する排水
カゴにも適用可能である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　排水カゴ
　２　カゴ部
　３　フランジ部
　４　取手部
　７　排水孔形成部
　８　排水孔非形成部
　１１　ゴミ溜まり部
　１２　排水ガイド部
　１３　ゴミ捨てガイド部
　１７　排水口
　１８　排水蓋
　１９　厨芥
　２０　配水管
　３１　排水カゴ
　３２　補助排水ガイド部
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